OCARINA ツウシン VOL 1 カツドウ ホウコク by unknown
OCARINA Cornmunication 1 
! ・活動報告
叩ckOffSy抑制um
大阪市立大学複合先端研究機構設立記念シンポジウムプログラム
砂開催日時 2008年3月 10日
砂招待講演者
o Richard J Cogdel， Fellow of Royal Society (University of Glasgow， UK) 
o Alfred Holzwarth (Max-Planck Institut巴，Germany) 
o Cong-Qiang Liu (State Key Laboratory of Environmental Geochemistry， Institute of Geochemistry， Chinese 
Academy of Scienc巴s，China) 
o Shawn K. Y. Lum (Nanyang Technological Univ巴rsity，Singapore) 
。矢野重信(奈良女子大学)
。西垣誠(岡山大学)
。田中 伸和 (電力中央研究所)
砂シンポジウム概要
複合先端研究機構の設立を記念して開催された、第 1I豆|目の国際シンポ
ジウム。エネルギー不足、水資源の不足、地球温暖化といった喫緊の都
市問題に対して戦略的に研究を展開すベく、 当該分野において活躍され
ている圏内外の研究者をお招きし、分野間の垣椴を取り払って、問題解
決に向けての認識を共有するとともに活発な意見交換を行いました。
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20100ζU International Symposium on the Foundation of Environmental Research 
砂開催日時 2010年3月8"'9白
砂招待講演者
o Richard]. Cogdell (University of Glasgow， UK) 
。ThomasA. Moore (Arizona State University， USA) 
。AnaL. Moore (Arizona State University， USA) 
o Bruno Robert (CEA， F悶
。LeroyCronin (University of Glasgow， UK) 
。TimothyJ Storr (Simon Fraser University， CA) 
。LawrenceR. Sita (University of Maryland， USA) 
。L.James Wright (University of Auckland， NZ) 
o石谷治(東京工業大学)
。宮坂力(桐蔭績浜大学)
砂シンポジウム概要
第2回目の国際シンポジウムの会場となったのは、淡路苦手舞台国際会議
場です。青い海と緑の森、豊かな自然を身近に感じられる環境で、招待
講演者らによる 11件の講演や 27件のポスターセッションなどが行われ
ました。「大阪発世界を救う」を合い言葉として 2日聞にわたって活発
な意見交換が行われ、情報発信への第一歩を踏み出しました。
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大阪市立大学複合先端研究機構 2号館開所記念講演会
砂開催日時 2010年 1月18白
砂招待講演者
〈特別講演> <基調講演〉
。矢野重信 。藤井 律子(大阪市立大学複合先端研究機的)
奈良先端科学技術大学院大学客員教媛 o川上 恵典(日本学術振興会)
京都大学産官学連携本部研究員
大阪市立大学被合先端研究機構特別研究員
大阪市立大学複合先端研究機構外部審査員
大阪市立大学客員教授
砂シンポジウム概要
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2010年 1月、複合先端研究機構の設立から 4年自にして、本絡的な活動拠
点となる研究施設の設立に至りました。プロジェク トが名実ともにスタート
したととを機に、記念鵡演会を開催し、矢野客員教授による特別抗出のほか
2件の基調講演、 34件のポスターセッションを実施。 世界をリードする研究
機構をめざし、参加者一問、思いを新たにしました。
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第3回 大阪市立大学複合先端研究機構国際会議 ~角野メモリアル~
砂開催日時 201年3月7"-'9日
砂招待講演者
o Richard J. Cogdel (University of Glasgow， UK) 。SarahHenry (University of Glasgow， UK) 
。加藤昌子(北海道大学)。ThomasA. Moore (Arizona State University， USA) 
。AnaL. Moore (Arizona State University， USA) 。麻田俊雄(大阪府立大学)
。戸田三津夫(静岡大学)。DalioPolJi (Politecni di Milano， Italy) 
。KaziMatin Ahmed (University of Dhaka， Bangladesh) 
。GuojiDing (Shanghai University， China) 
。松田智(前，岡大学)
。中井美早紀(関西大学)
。松村有里子(成媛大学)
砂シンポジウム概要
第3回目の国際シンポジウムは、複合先端研究機織の設立に尽力された放角
野昇八先生の偉大な功紛をたたえ、「角野メモリアル」と題して開催。これま
でに機構が成し遂げた業績、最新の研究成果を発表したほか、国内外の研究
者による講演も行われました。また同時に、研究活動のさらなる充実に向け、
新プロジ、ェクトのアイデアを募集、発表しました。
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